
近世文化展示室 守屋壽コレクション「蘭学と地図」展示資料一覧

第36回：令和６年12月13日（金）～令和７年２月９日（日）

№ 資料名 時代・時期 形状 説明

1 華夷通商考 元禄８年（1695） 冊子
西川如見が中国・オランダ及びその通商国についてまとめたもの。
コレクション№393

2 和蘭船図説 天明２年（1782） 軸装
林子平が長崎に遊学して製作したオランダ船の図。
コレクション№745

3 解体新書 安永３年（1774） 冊子
杉田玄白らが『ターヘル・アナトミア』のオランダ語版を翻訳刊行した
日本初の西洋医学書。コレクション№403

4 蘭学事始
文化12年（1815）成立
明治２年（1869）刊

冊子
『解体新書』の刊行に関する杉田玄白の回顧録。
コレクション№638

5 蘭学階梯
天明３年（1783）成立
天明８年（1788）刊

冊子
杉田玄白の弟子である大槻玄沢が刊行した蘭学の入門書。
コレクション№405

6 紅毛雑話 天明７年（1787） 冊子
桂川甫周が集めたオランダの情報を、弟の森島中良がまとめたもの。
コレクション№592

7 万国総界図 19世紀初頭頃 軸装
南蛮系世界地図の一つで、江戸時代に普及した石川流宣「万国総界図」
の写し。コレクション№247

8 地球図 寛政５年（1793）頃 額装
司馬江漢が製作した蘭学系世界地図で、日本初の銅版世界地図。
コレクション№230

9 新鐫総界全図 文化６年（1809） 額装
国内外の最新情報をもとに幕府が初めて製作した、銅版による最先端の
小型世界地図。コレクション№234

10 日本辺界略図 文化６年（1809） 額装
No.9の『新鐫総界全図』の補足として製作された、銅版による詳細な日
本周辺図。コレクション№271

11 新製輿地全図 弘化元年（1844）初版 巻子
箕作省吾がフランス製の最新世界地図などをもとに製作した、幕末の緊
迫する世界情勢を伝えた地図。コレクション№241

12 重訂万国全図
明治４年（1871）
大学南校版

額装
大学南校が刊行した、幕末の最新世界地図の改訂版。
コレクション№252


